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１．はじめに

　現在、「なまずの会」には３８名の観測会員がおり、神奈川県を中心に全国２４ヶ所で地下水

位等の観測が続けられています（図１、表１）。観測した結果は、通信はがきなどにより事

務局（温泉地学研究所）に送られてきます。また、日常の観測において会員が異常を感じた

時には、通信はがきにコメントを記入したり、直接電話で連絡をいただくようになってい

ます。会員から送られてきた観測データは直ちにコンピュータ入力し、グラフ化して異常

な変化が観測されていないか検討します。

　本報告では、会員の方々から送られてきた観測データに基づいて作成した２００３（平成１５）

年の地下水位観測結果をグラフ化して示してあります。グラフには水位の変化に影響を与

える気圧と雨量をあわせて表示しました。
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図１　地下水位等観測井の分布
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２．観測井の水位変化の特徴

　これまでの観測結果から、各観測井における水位変化の特徴をみると、次の３種類に分

類できます（代田ほか、２００２；代田ほか、２００３）。

　タイプＡ；降雨に対して敏感な井戸で、雨が降るとすぐに水位が上昇し、雨がやむと低

　　　　　　下する

　タイプＢ；少量の雨では水位が上昇しないが、多量の雨が降ると上昇する

　タイプＣ；季節的な変化（年周変化）はあるが、降雨による水位変化がほとんど見られな

　　　　　　いタイプ

なお、各観測井のタイプについては、表１に示してあります。

　２００３（平成１５）年の観測結果をみると、各観測井ともほぼ例年通り、それぞれタイプ別の

特徴が水位変化として観測されました。ただし、８月１５日から関東・東海地域に発生した

大雨（神奈川県、東京都、千葉県では２００ｍｍを超える日雨量を観測）や、５月下旬に上陸し

た台風第４号、１０月下旬に日本列島の太平洋側を通過した台風第１５号などの降雨による影

響が、ほとんどの観測井で記録されています。

３．水位変化と地震との関係

　２００３（平成１５）年に発生した地震のうち、東京と横浜がともに有感となった地震の一覧を

表２に示します。地震の数は昨年とほぼ同様ですが、規模（マグニチュード）が大きい地震

が増えていることがわかります。これらの地震のうち震源の深さが３００ｋｍより浅く、なお

かつ、

表１　「なまずの会」観測井一覧
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�マグニチュード（以下、「Ｍ」と表記）５以上

�東京または横浜のどちらかが震度３以上

のいずれかの条件を満たす地震を表中では網掛けに、また、水位変化グラフには矢印で示

してあります。

観測井�１７（神奈川県藤沢市）では、９月２０日に発生した千葉県南部地震（Ｍ =５．８）と同時

期に水位変化が観測されています。この地震の前後では降雨があり、水位は上昇していま

したが、地震後に水位低下が起こり、その後、降雨による水位上昇に戻っています。これ

らの観測状況から、この変化は地震に伴う（コサイスミックな）水位変化である可能性が考

えられます。また、他の観測井でもこの地震と同時期に急激に水位上昇している様子が観

測されていますが、同時に雨も降っており、降雨の影響であると考えられます。ただし、

地震時に水位が上昇するような変化が現れる観測井であった場合には、そのような変化と

降雨による水位上昇の区別ができないために見かけ上変化が現れなかった可能性もありま

す。

　他の地震に関しても、いくつかの観測井では地震の前後に急激な水位上昇が観測されて

います。しかし、ほぼ同時期に雨が降っており、それぞれの水位変化の特徴から降雨の影

響によるものであると考えられます。２００３（平成１５）年全体を通して、明らかに地震の前兆

と判断される水位変化は認められませんでした。
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表２　東京、横浜がともに有感の地震と異常変化の有無（２００３（平成１５）年１月～１２月まで）
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